
【消毒方法】

ノロウイルスの消毒には「85℃以上・1分以上の加熱」または「次亜塩素酸ナトリウムを含む塩素系漂

白剤（希釈濃度や使用禁忌は製品の使用方法・使用上の注意を確認しましょう）」が有効です。

※アルコール消毒では効果が不十分

【症状】

感染後24～48時間の潜伏期間を経て、吐き気、嘔吐、下痢、腹痛、微熱などの症状が現れます。

通常はこれらの症状が1～2日間続いた後に治癒します。

ノロウイルスに注意！
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【主な感染経路】

【感染予防】

（１）手洗いの徹底

◎特に食事前、トイレの後、調理前後は、流水と石鹸でしっかりと手洗いしましょう。

（２）環境衛生

◎吐ぶつ等は使い捨ての手袋やエプロン、マスク等を身に着けて乾く前にふき取り、消毒しましょう。

◎トイレや蛇口、ドアノブ、スイッチなどよく触れる場所はこまめに掃除しましょう。

（３）食品の十分な加熱処理

◎食材の中心部までしっかりと加熱（85℃以上・1分以上）しましょう。

（４）調理器具や食器、食材の衛生

◎調理器具や調理台、食器、ふきん等は洗浄後に熱湯や塩素系漂白剤を

用いて消毒し、清潔に保ちましょう。

◎下痢や嘔吐等の症状があるときは、食品を取り扱う作業を控えましょう。

冬はウイルス性の胃腸炎が流行しやすい季節です。胃腸炎の原因となるウイルスとして、ノロウイルス、

ロタウイルス、アデノウイルスなどが知られていますが、特にノロウイルスは感染力が強く、集団感染につ

ながることもあるため十分注意しましょう。

ノロウイルスによる胃腸炎

ウイルスの付いた食品
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